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は
じ
め
に

　

一
般
的
に
は
、
株
式
の
買
占
め
は
、
株
価
を
釣
り
上
げ
た
う
え
で
売
却
し
、
利
ザ
ヤ
稼
ぎ
を
目
的
と
す
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
コ
ー

ナ
リ
ン
グ
）、
買
占
め
た
株
式
を
発
行
会
社
な
い
し
そ
の
関
係
先
に
高
値
で
買
い
取
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る

グ
リ
ー
ン
メ
ー
ラ
ー
）
お
よ
び
会
社
支
配
権
取
得
を
目
的
と
す
る
も
の
（
企
業
買
収
）
に
大
別
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
相
当

な
資
金
を
必
要
と
す
る
た
め
、
一
定
の
資
金
的
背
景
を
必
要
と
す
る
と
と
も
に
、
買
占
め
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
条
件
（
例
え
ば
、

発
行
会
社
の
不
安
定
な
株
主
構
成
や
低
株
価
状
態
な
ど
）
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

最
近
の
日
本
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
財
政
・
金
融
緩
和
を
背
景
に
過
剰
流
動
性
が
拡
大
し
、
株
価
が
上
昇
す
る
と
と
も
に
、

持
ち
合
い
解
消
の
動
き
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
条
件
が
拡
大
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
よ
る

株
式
取
得
が
市
場
で
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
戦
前
の
日
本
の
株
式
市
場
に
お
い
て
も
、
様
々
な
買
占
め
の
事
例
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
具
体
的

な
事
例
に
つ
い
て
の
研
究
蓄
積
は
少
な
く
、
当
時
の
事
例
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査
す
る
た
め
の
資
料
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
二
月
に
銀
行
問
題
研
究
会

（
１
）よ

り
刊
行
さ
れ
た
、
狩
野
雅
郎
著
『
買
占
物
語
』

戦
前
日
本
に
お
け
る
株
式
買
占
め
事
例

〜
鉄
道
会
社
の
事
例
を
中
心
に
〜

松
尾　

順
介
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に
依
拠
し
て
、
戦
前
の
株
式
の
買
占
め
に
つ
い
て
事
例
研
究
を
試
み
る
。
な
お
、
同
書
は
買
占
め
の
事
例
を
第
一
編
「
株
式
」、
第

二
編
「
米
穀
」
お
よ
び
第
三
編
「
綿
糸
」
の
三
つ
に
分
類
し
、
こ
の
う
ち
株
式
に
つ
い
て
は
、
参
宮
鉄
道
、
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
、
伊

予
鉄
道
、
豊
川
鉄
道
、
鐘
紡
、
堂
島
米
穀
取
引
所
、
東
京
株
式
取
引
所
（
新
株
）、
内
国
通
運
、
日
本
郵
船
、
東
京
板
紙
、
横
浜
倉
庫
、

鐘
鐘
（
新
株
）、
天
津
取
引
所
、
土
佐
セ
メ
ン
ト
と
い
う
一
四
項
目
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
記
述
は
「
物
語
」
と

題
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
み
物
風
で
あ
る
。
ま
た
、
同
書
の
巻
頭
言
に
は
「
取
引
所
や
相
場
の
如
何
な
る
も
の
か
を
知
ら
ぬ
ヅ
ブ
の

素
人
に
読
ん
で
い
た
だ
く
つ
も
り
で
、
つ
と
め
て
斯
界
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
避
け
、
一
意
平
易
に
書
く
こ
と
に
努
め
た
か
ら
、
玄
人
が

見
た
ら
お
目
ま
だ
る
い
点
も
あ
ろ
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
研
究
資
料
と
し
て
は
必
ず
し
も
適
格

と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
買
収
の
概
略
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
文
献
の
奥
付
に
記
さ
れ
た
著
作
者
は
狩
野
正
夫
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
本
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
肩
書

は
大
阪
朝
日
新
聞
社
経
済
部
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、同
社
の
記
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
狩
野
正
夫
名
義
の
著
作
と
し
て
は
、

『
商
戦
秘
話
』
一
元
社
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
〇
月
、
と
い
う
文
献

（
２
）が

あ
り
、
当
時
の
朝
日
新
聞
な
ど
に
は
、
相
当
数
の
署

名
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
正
確
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
不
明
で

あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
か
ら
一
九
〇
〇
（
同
三
三
）
年
に
か
け
て
の
鉄
道
会
社
買
収
の
四
事
例
を
取
り

上
げ
、
本
書
の
記
述
を
元
に
そ
の
内
容
を
概
観
し
、
当
時
の
買
収
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る

（
３
）。

こ
の
四
事
例
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、

冒
頭
に
記
し
た
買
占
め
の
三
類
型
の
う
ち
、
四
事
例
と
も
に
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
時
の
日
本
の
株
式
市
場
に
お
い

て
鉄
道
株
の
占
め
る
割
合
は
極
め
て
高
く
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
４
）。
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１　

当
時
の
鉄
道
事
業

　

周
知
の
よ
う
に
日
本
の
鉄
道
事
業
は
一
八
七
二
（
明
治

五
）
年
一
〇
月
一
四
日
、
新
橋
駅
―
横
浜
駅
間
で
開
業
し
た

こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
後
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
全
国
各

地
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
松
方
デ
フ
レ
後

の
企
業
勃
興
期
に
は
、
鉱
工
業
や
運
輸
業
の
分
野
で
株
式
会

社
の
設
立
が
相
次
ぎ
、
な
か
で
も
鉄
道
業
の
会
社
数
は
著
増

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
か
ら

八
九
（
同
二
二
）
年
に
か
け
て
の
時
期
は
、
第
一
次
「
鉄
道

熱
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
民
営
鉄
道
の
営
業
距
離

が
菅
英
鉄
道
を
上
回
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
日

清
戦
争
後
の
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
か
ら
第
二
次
鉄
道

熱
が
発
生
し
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
ま
で
の
期
間
に

わ
た
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
鉄
道
熱
に
よ
っ
て
、

大
規
模
な
鉄
道
会
社
だ
け
で
な
く
、
営
業
距
離
の
短
い
小
規

模
な
民
間
鉄
道
も
多
数
設
立
さ
れ
た
（
図
表
１
参
照
）。
な

お
、
こ
の
こ
と
は
様
々
な
面
に
お
い
て
非
効
率
な
事
態
を
生

じ
さ
せ
、
合
併
や
整
理
再
編
が
官
民
に
よ
っ
て
模
索
さ
れ
る

図表１　1899（明治32）年当時の鉄道会社

営業距離
（㎞）

払込資本金
（1,000円）

興業費
（固定資産）
（1,000円）

従業員数
（人） 開業年 主要路線、合併先（合併年）

日本鉄道 1,379 44,700 45,068 9,670 1883 高崎線、東北線、両毛線、水戸線、
磐城線

官営鉄道 1,340 88,153 20,065 1872 東海道線、北陸線、信越線、
奥羽線

九州鉄道 531 29,056 28,509 6,107 1889 門司－八代間、鳥栖－長崎間、
筑豊線

山陽鉄道 451 18,481 20,663 3,272 1888 神戸－三田尻間
北海道炭礦鉄道 333 6,830 7,493 2,459 1890 手宮－幌内間、岩見沢－室蘭、

歌志内間、夕張線
関西鉄道 239 13,580 13,265 1,858 1889 名古屋－網島間、亀山－津間、

柘植－草津間
北越鉄道 136 3,700 5,956 652 1897 直江津－沼垂間
総武鉄道 115 3,000 2,988 785 1894 本所－銚子間
阪鶴鉄道 110 4,000 5,865 794 1896 神崎－福知山間
豊州鉄道＊ 85 6,080 5,060 771 1895 行橋－宇佐、川崎間、九州鉄道

（1901）
大阪鉄道＊ 73 3,180 3,348 615 1889 湊町－奈良間、天王寺－大阪間、

関西鉄道（1900）
次ページへ続く
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営業距離
（㎞）

払込資本金
（1,000円）

興業費
（固定資産）
（1,000円）

従業員数
（人） 開業年 主要路線、合併先（合併年）

岩越鉄道 63 2,289 2,216 210 1898 郡山－若松間
南海鉄道 62 3,692 3,717 605 1897 難波－和歌山間
奈良鉄道＊ 61 2,150 2,244 320 1895 京都－桜井間、関西鉄道（1905）
房総鉄道 57 1,258 1,845 316 1896 千葉－大原間
中国鉄道 56 3,024 3,0374 257 1898 岡山－津山間
七尾鉄道 52 713 1,096 220 1898 七尾－津幡間
播但鉄道＊ 49 1,111 1,544 272 1894 飾磨－生野間、山陽鉄道（1903）
讃岐鉄道＊ 44 1,300 1,298 333 1889 琴平－高松間、山陽鉄道（1904）
甲武鉄道 43 2,040 1,792 400 1888 飯田町－八王子間
参宮鉄道 42 1,590 1,586 265 1893 山田－津間
東武鉄道 40 1,166 1,443 267 1899 北千住－久喜間
成田鉄道 40 1,713 1,129 220 1896 佐倉－佐原間
京都鉄道 36 3,863 3,611 356 1897 京都－園部間
上野鉄道 34 400 520 116 1897 高崎－下仁田間
中越鉄道 30 489 534 145 1897 高岡－城端間
川越鉄道 30 330 341 85 1894 国分寺－川越間
唐津興業鉄道＊ 29 1,200 2,107 264 1898 妙見－厳木間、九州鉄道（1902）
徳島鉄道 29 660 789 235 1898 徳島－山崎間
伊予鉄道 27 273 189 169 1888 高浜－横河原間
南和鉄道＊ 27 650 778 130 1896 高田－川端間、関西鉄道（1904）
紀和鉄道＊ 22 1,178 1,142 179 1898 橋本－五条間、和歌山－舟戸間、

関西鉄道（1904）
豊川鉄道 22 500 789 155 1897 吉田－新城間
青梅鉄道 21 200 174 58 1894 立川－日向和田間
尾西鉄道 20 600 642 136 1898 弥富－萩原間
近江鉄道 19 874 969 122 1898 彦根－八日市間
太田鉄道 19 350 589 78 1897 水戸－太田間
高野鉄道 17 1,228 1,362 167 1898 大小路－長野間
豆相鉄道 17 253 499 81 1898 三島－大仁間
佐野鉄道 15 150 131 71 1894 葛生－越名間
南予鉄道＊ 11 180 174 63 1896 郡中－藤原間、伊予鉄道（1900）
河南鉄道 10 161 237 49 1899 柏原－富田林間
西成鉄道 6 1,650 1,644 96 1898 大阪－安治川口間
道後鉄道＊ 5 60 60 48 1895 松山－古町間、伊予鉄道（1900）

総計 5,845 169,899 266,598 53,536

（注）年度内に開業した会社のみを記載。ゴチックは国有化された鉄道。＊は他社に吸収合併された
鉄道。

（出典）『明治三十二年度鉄道局年報』および、『第二回（明治32年度）北海道鉄道部年報』。
（出所）中村尚史・大島久幸「交通革命と明治の商業」（深尾京司・中村尚史・中林真幸編『岩波講

座日本経済の歴史』岩波書店、2017年、第３巻、所収）、255頁。
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状
況
と
な
り
、
や
が
て
は
鉄
道
国
有
化
法
案
可
決
（
同
三
九
年
）、
さ
ら
に
は
帝
国
鉄
道
庁
の
設
立
（
同
四

一
年
）
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
四
社
の
開
業
と
買
占
め
の
時
期
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

当
時
の
鉄
道
業
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
と
の
関
連

で
は
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

ま
ず
、
鉄
道
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
設
立
さ
れ
た
、
日
本
鉄

道
の
場
合
、
巨
額
の
資
本
金
（
二
〇
〇
〇
万
円
）
を
必
要
と
し
た
た
め
、
発
起
人
と
し
て
華
族
や
上
層
士
族

一
六
名
が
名
を
連
ね
た
だ
け
で
な
く
、そ
の
他
の
華
族
や
地
方
の
資
産
家
な
ど
四
六
二
名
が
出
資
し
て
お
り
、

事
実
上
の
募
集
設
立
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
設
立
さ
れ
た
東
北
鉄
道
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
形
態
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
初
期
の
事
例
で
は
、
多
く
の
出
資
者
は
必
ず
し
も
投
資
目
的

で
は
な
く
、
沿
線
各
県
の
県
令
な
ど
に
よ
る
強
制
が
あ
っ
た
た
め
、
時
に
は
払
込
に
応
じ
な
い
場
合
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
第
一
次
鉄
道
熱
の
勃
興
に
伴
い
、
発
行
市
場
と
し
て
の
展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
さ
れ
る

（
５
）。

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
鉄
道
会
社
の
株
主
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
発
起

人
で
あ
る
出
資
者
と
、
そ
の
後
に
出
資
し
た
株
主
の
間
に
は
、
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
前
者
は
安
定
的
な
株

主
層
、
後
者
は
浮
動
株
主
層
を
形
成
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
〜
八
九
（
同
二
二
）
年
の
第
一
次
鉄
道
熱
に
つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
と

し
て
、
①
金
利
低
下
と
交
通
市
場
の
拡
大
に
よ
る
収
益
の
安
定
化
、
②
鉄
道
敷
設
に
対
す
る
各
方
面
か
ら
の

要
望
が
高
ま
り
、
広
範
な
出
資
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
③
株
式
市
場
で
鉄
道
株
が
花
形
銘
柄
と

図表２　鉄道会社の買占め事例の発生時期とその開業年

社名 買占め事例の発生時期 開業年
参宮鉄道 1896（明治29）年 1893（明治26）年
北海道炭鉱鉄道 1898（ 〃 31）年 1890（ 〃 23）年
伊予鉄道 1899（ 〃 32）年 1888（ 〃 21）年
豊川鉄道 1900（ 〃 33）年 1897（ 〃 30）年
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な
り
は
じ
め
、
投
機
対
象
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
時
に
は
、
新
設
の
鉄
道
会
社
の
権
利
株
さ
え
も
が
売
買
さ

れ
、
投
機
的
な
取
引
対
象
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
投
機
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
鉄
道
会
社
は
公
募
に
よ
る
資
金
調

達
が
拡
大
し
た
。
そ
の
結
果
、
発
行
株
数
に
占
め
る
公
募
株
の
割
合
は
、
阪
堺
鉄
道
五
三
・
七
％
、
山
陽
鉄
道
三
二
・
七
％
、
北
海

道
炭
鉱
鉄
道
七
五
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る

（
６
）。

こ
の
よ
う
に
鉄
道
株
が
投
機
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
買
占
め
事

例
を
生
み
出
す
土
壌
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
か
ら
一
八
九
七
（
同
三
〇
）
年
に
か
け
て
の
第
二
次
鉄
道
熱
は
、
金
融
緩
和
と
金
利
低
下
に

よ
る
株
価
上
昇
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
株
式
市
場
の
注
目
が
鉄
道
会
社
に
集
中
し
た
理
由
と
し
て
、
不
況
下
に

お
い
て
も
鉄
道
会
社
の
経
営
破
綻
が
相
対
的
に
低
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
７
）。

特
に
、
日
清
戦
争
に
よ
る
賠
償
金
の
獲
得
な

ど
戦
勝
ブ
ー
ム
は
株
式
へ
の
資
金
流
入
を
促
し
、
鉄
道
会
社
の
新
設
と
と
も
に
既
存
の
鉄
道
会
社
の
株
価
も
押
し
上
げ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
買
占
め
事
例
の
直
接
的
な
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
下
、
前
述
の
四
事
例
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２　

参
宮
鉄
道
の
事
例

　

参
宮
鉄
道
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
八
月
、
津
―
小
俣
間
の
営
業
免
許
を
受
け
た
後
、
一
八
九
三
（
同
二
六
）
年
津
―
宮

川
間
開
通
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
津
―
山
田
間
の
全
線
が
開
通
し
た

（
８
）。

　

同
社
の
資
本
金
は
、
当
初
六
五
万
円
、
一
八
九
三
（
同
二
六
）
年
度
一
一
〇
万
円
と
し
、
一
八
九
七
（
同
三
〇
）
年
度
に
は
一
六

五
万
円
に
増
資
し
た
。
ま
た
、
一
九
〇
六
（
同
三
九
）
年
度
の
配
当
は
一
割
三
分
で
あ
っ
た

（
９
）。

　

同
社
の
買
収
事
案）

10
（

が
発
生
し
た
の
は
、
一
八
九
六
（
同
二
九
）
年
四
月
初
め
と
さ
れ
、
百
三
十
六
銀
行
の
支
配
人
と
堂
島
の
仲
買
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人
・
石
田
卯
兵
衛
が
謀
議
の
上
、
北
浜
の
水
谷
鶴
丸
商
店
か
ら
参
宮
鉄
道
株
の
買
付
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

当
時
の
株
式
市
場
は
、
日
清
戦
争
に
よ
る
戦
争
景
気
の
頂
点
に
達
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
な
か
で
も
鉄
道
熱
は
高
揚
し
て
お
り
、

山
陽
、
関
西
、
九
州
、
豊
州
、
筑
豊
、
阪
堺
、
大
阪
、
参
宮
な
ど
の
鉄
道
会
社
の
株
式
は
大
阪
株
式
取
引
所
の
定
期
建
株
と
し
て
投

機
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
大
株
の
株
価
は
鉄
道
株
に
左
右
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
な
か
で
も
資
本
金
の
少
な
い
大
阪
鉄
道
、
豊
州

鉄
道
、
筑
豊
鉄
道
は
買
収
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
く
、
株
価
変
動
が
激
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
参
宮
鉄
道
は
、
資

本
金
は
低
位
で
あ
る
も
の
の
、
大
部
分
を
宮
内
省
が
保
有
し
て
い
た
た
め
、
浮
動
株
が
少
な
く
、
高
株
価
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
参
宮
鉄
道
株
に
買
収
を
仕
掛
け
た
の
が
石
田
卯
兵
衛
と
い
わ
れ
る
相
場
師
で
あ
り
、
彼
は
米
穀
、
綿
糸
な
ど
に
も
投
資
し
、

強
気
の
相
場
師
と
し
て
一
九
歳
か
ら
八
三
歳
ま
で
活
躍
し
た
よ
う
で
あ
る
。他
方
、百
三
十
六
銀
行
の
支
配
人
も
相
場
師
で
あ
り
、「
相

場
の
神
様
」
と
称
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
同
書
で
は
実
名
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
支
配
人
と
石
田
が
結
託
し
て
い
た
か

ど
う
か
も
定
か
で
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
石
田
が
買
収
し
た
株
式
を
担
保
と
し
て
同
行
は
買
収
資
金
を
提
供
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。

　

石
田
の
積
極
的
な
買
付
に
よ
っ
て
同
株
価
は
騰
貴
し
、
買
付
前
の
八
九
円
か
ら
九
〇
円
台
に
乗
せ
、
一
〇
〇
円
を
突
破
し
、
五
月

に
は
一
三
〇
円
に
達
し
た
と
さ
れ
る）

11
（

。

　

当
時
の
取
引
所
で
は
、
定
期
取
引
が
主
流
で
あ
り
、
差
金
決
済
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
石
田
も
同
社
株
を
買
い
進
ん
だ
も
の
の
、

同
社
株
を
長
期
的
に
保
有
し
、
鉄
道
経
営
に
乗
り
出
す
意
図
は
な
く
、
差
金
決
済
に
よ
っ
て
利
鞘
を
稼
ご
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
石
田
の
買
玉
に
対
し
て
、
様
々
な
方
面
か
ら
売
り
崩
し
が
試
み
ら
れ
た
が
、
逆
に
、
石
田
に
加
担
し
て
買
い
向
か
っ

た
者
も
現
れ
た
。
そ
の
一
人
が
当
時
「
天
一
坊
」
と
称
さ
れ
た
松
谷
元
三
郎
で
あ
り
、
あ
ら
ん
限
り
の
同
社
株
を
買
い
集
め
た
。

　

当
時
の
定
期
取
引
は
、
受
渡
期
間
と
し
て
、
当
限
（
一
ヶ
月
）、
中
限
（
二
ヶ
月
）
お
よ
び
先
限
（
三
ヶ
月
）
と
な
っ
て
お
り
、
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相
場
価
格
は
金
利
の
関
係
か
ら
当
限
よ
り
も
中
限
、
さ
ら
に
先
限
と
高
く
な
っ
て
い
た
が
、
同
社
株
の
買
占
め
に
よ
っ
て
、
売
り
方

は
受
渡
の
た
め
に
当
限
を
買
っ
て
、
先
限
を
売
っ
た
た
め
に
、
当
限
の
方
が
先
限
を
上
回
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を

受
け
て
、
取
引
所
は
証
拠
金
を
一
〇
円
か
ら
一
二
円
、
さ
ら
に
二
〇
円
、
四
〇
円
と
引
き
上
げ
、
最
終
的
に
は
七
〇
円
に
引
き
上
げ

た
。

　

一
八
九
六
（
同
二
九
）
年
上
半
期
の
株
式
市
場
は
、
好
況
で
あ
っ
た
た
め
に
、
株
式
仲
買
人
に
は
資
金
的
余
裕
が
あ
っ
た
も
の
の
、

急
騰
す
る
追
い
証
の
た
め
に
資
金
不
足
に
陥
り
、
取
引
所
が
要
求
す
る
だ
け
の
証
拠
金
を
支
払
え
な
い
事
態
が
生
じ
た
た
め
、
同
年

六
月
五
日
、
大
阪
株
式
取
引
所
は
帳
簿
整
理
と
い
う
名
目
で
臨
時
休
業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

二
日
間
の
取
引
停
止
の
後
、
同
六
月
七
日
に
取
引
を
再
開
し
た
も
の
の
、
石
田
・
松
谷
は
益
々
積
極
的
に
買
い
進
み
、
同
社
株
は

一
八
八
円
に
高
騰
し
た
。
同
社
株
は
五
〇
円
払
込
で
、
一
割
配
当
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
配
当
利
回
り
は
二
・
六
六
％
程
度
で
あ
り
、

金
利
水
準
を
か
な
り
下
回
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
証
拠
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
売
り
方
に
は
窮
地
に
陥
る
も
の
が

出
て
く
る
と
と
も
に
、
宮
内
省
が
保
有
の
同
社
株
を
放
出
す
る
と
い
う
風
説
も
流
布
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

受
渡
期
を
目
前
に
し
た
売
り
方
は
、
参
宮
鉄
道
の
地
元
の
株
主
か
ら
現
物
株
の
売
り
手
を
探
し
た
が
、
す
で
に
買
占
め
方
に
よ
っ

て
買
い
取
ら
れ
て
お
り
、
買
い
方
に
屈
服
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
他
方
、
買
い
方
も
買
付
た
株
を
担
保
に
融
資
を
引

き
出
し
、
さ
ら
に
買
い
進
ん
だ
た
め
に
、
保
有
株
数
は
一
〇
万
株
を
上
回
り
、
浮
動
株
を
買
占
め
た
も
の
の
、
売
り
玉
が
絶
え
ず
、

資
金
調
達
に
苦
慮
す
る
事
態
に
な
っ
た
。

　

浮
動
株
を
上
回
る
売
り
玉
が
出
て
き
た
理
由
は
、
先
述
の
百
三
十
六
銀
行
の
支
配
人
が
買
い
方
の
株
式
担
保
を
高
値
で
売
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
同
支
配
人
は
、
こ
の
相
場
の
帰
趨
を
見
越
し
て
、
同
行
に
損
失
が
及
ば
な
い
よ
う
に
密
か
に
手
当
し
て

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
後
に
同
社
株
は
売
買
停
止
と
な
り
、
大
き
く
値
崩
れ
し
た
が
、
同
行
は
損
失
を
免
れ
た
よ
う
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で
あ
る
。

　

同
社
株
の
騰
貴
に
よ
っ
て
、
売
り
方
は
極
め
て
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
き
て
売
り
方
に
加
勢
し
た
も
の
が
現
れ
た
。
そ

れ
は
吉
田
新
三
郎
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
物
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
、
彼
は
石
田
・
松
谷
が
買
い
の

手
を
振
る
中
、「
百
八
十
八
円
の
買
い
に
百
五
十
円
の
ヤ
リ
を
唱
え
、
百
五
十
円
の
買
い
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
百
三
十
円
ヤ
リ
の
乱
手

を
ふ
っ
て
売
向
か
っ
た
」
と
い
う
。」
こ
の
た
め
取
引
所
は
、
同
年
六
月
一
九
日
の
後
場
の
立
会
を
停
止
し
、
そ
の
う
え
同
月
三
〇

日
ま
で
の
同
社
株
の
売
買
を
停
止
し
た
。

　

結
果
的
に
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
同
社
株
は
解
合
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
売
り
方
は
一
株
三
〇
円
以
上
の
差
金
を

支
払
う
こ
と
と
な
り
、
石
田
は
三
〇
〇
万
円
以
上
の
利
益
を
得
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
日
談
と
し
て
、
吉
田
が
買
い
方
に
売
り
向

か
っ
た
の
は
、
当
時
の
理
事
長
の
磯
野
小
右
衛
門
が
売
買
両
者
の
過
熱
ぶ
り
に
対
し
て
、
相
場
を
崩
す
た
め
に
意
を
含
め
た
か
ら
だ

と
い
う
噂
も
流
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
石
田
は
そ
の
後
に
米
相
場
の
投
機
取
引
で
こ
の
利
益
を
喪
失
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

３　

北
海
道
炭
礦
鉄
道
の
事
例

　

北
海
道
炭
礦
鉄
道
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
七
月
、
堀
基
が
有
志
を
集
い
、
資
本
金
六
五
〇
万
円
を
も
っ
て
設
立
が
計
画

さ
れ
た
後
、
官
営
幌
内
鉄
道
の
手
宮
（
小
樽
市
）
―
幌
内
（
三
笠
市
）
間
の
鉄
道
路
線
を
譲
受
し
、
同
年
一
二
月
に
営
業
を
開
始
し

た
。
同
社
の
発
起
人
は
、
堀
の
ほ
か
渋
沢
栄
一
、
高
島
嘉
右
衛
門
、
徳
川
義
礼
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
社
は
、
鉄
道
業
を
営
む
鉄

道
会
社
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
夕
張
な
ど
の
諸
炭
礦
か
ら
石
炭
を
採
掘
し
、
そ
の
運
搬
・
販
売
を
行
っ
た
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
の
ち
に
は
回
漕
業
、
骸
炭
（
コ
ー
ク
ス
）
製
造
業
、
山
林
業
を
兼
業
し
た）

12
（

。

　

ま
た
、
同
社
株
式
は
、
当
時
の
株
式
市
場
で
も
中
心
的
な
銘
柄
で
あ
っ
た
。
図
表
３
に
示
さ
れ
る
通
り
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
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図表３　東京株式取引所における最多売買銘柄の推移（1878～1913年）

年 最多売買銘柄
同左

売買高
（Ａ）

売買高
総計に
対する
比率

内定期
取引分
（Ｂ）

定期取引
売買高計
に対する

比率

Ｂ
―
Ａ

内直
取引分
（Ｃ）

直取引売
買高計に
対する
比率

Ｃ
―
Ａ

株 ％ 株 ％ ％ 株 ％ ％
1878（明11）東京株式取引所 201 79.4 145 84.8 72.1 56 68.3 27.9
1879（〃12）横浜（洋銀）取引所 5,614 47.6 3,918 47.9 69.8 1,696 46.9 30.2

1880（〃13）横浜株式（旧洋銀）
取引所 4,216 53.0 3,067 49.6 72.7 1,149 64.9 27.3

1881（〃14）東京株式取引所 4,672 49.6 4,672 49.6 100.0 ― ― ―
1882（〃15）横 浜 正 金 銀 行 1,418 39.4 1,418 39.4 100.0 ― ― ―
1883（〃16）横浜株式取引所 2,422 42.5 2,422 42.5 100.0 ― ― ―
1884（〃17）日 本 鉄 道 87,701 84.3 87,701 84.3 100.0 ― ― ―
1885（〃18）日本鉄道第２募集 22,480 39.6 22,480 39.6 100.0 ― ― ―
1886（〃19）日 本 郵 船 331,057 47.1 331,035 47.1 100.0 22 41.5 0.0
1887（〃20）日本鉄道第２募集 610,720 47.8 610,720 47.8 100.0 ― ― ―
1888（〃21）日 本 郵 船 207,036 22.8 207,036 22.8 100.0 ― ― ―
1889（〃22）九 州 鉄 道 762,511 37.4 762,511 37.4 100.0 ― ― ―
1890（〃23） 〃 603,422 36.8 597,002 36.6 98.9 6,420 64.8 1.1
1891（〃24）北海道炭砿鉄道 551,530 42.4 550,473 42.5 99.8 1,057 27.2 0.2
1892（〃25） 〃 522,167 50.7 522,167 50.7 100.0 ― ― ―
1893（〃26） 〃 771,086 29.0 771,076 29.0 100.0 10 7.0 0.0
1894（〃27） 〃 766,454 41.6 766,054 41.6 99.9 400 23.5 0.1
1895（〃28） 〃 … … 600,180 21.3 … … … …
1896（〃29）日 本 郵 船 … … 670,475 17.6 … … … …
1897（〃30）北海道炭砿鉄道 2,333,462 45.1 752,010 21.3 32.2 1,581,452 96.3 67.8
1898（〃31）九州鉄道第１新 677,405 15.3 565,220 14.8 83.4 112,178 18.9 16.6
1899（〃32）日 本 郵 船 2,115,480 32.3 1,240,060 23.0 58.6 875,420 75.8 41.4
1900（〃33） 〃 2,174,580 44.6 984,010 26.7 45.3 1,190,570 100.0 54.7
1901（〃34） 〃 1,356,821 43.1 789,590 31.0 58.2 567,231 95.8 41.8
1902（〃35） 〃 780,145 25.9 707,790 24.1 90.7 72,355 97.8 9.3
1903（〃36） 〃 961,630 31.5 389,830 20.2 40.5 414,080 99.7 43.1
1904（〃37） 〃 1,781,630 44.1 986,770 30.4 55.4 794,860 99.9 44.6
1905（〃38） 〃 3,101,380 36.9 1,353,130 20.3 43.6 1,748,250 100.0 56.4
1906（〃39） 〃 3,341,482 22.4 1,308,930 10.2 39.2 2,032,552 97.6 60.8
1907（〃40） 〃 3,289,350 22.8 862,650 7.2 26.2 2,426,700 99.8 73.8
次ページへ続く
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年
か
ら
一
八
九
五
（
同
二
八
）
年
ま
で
東
京
株
式
取
引
所
に
お
い

て
売
買
高
ラ
ン
キ
ン
グ
の
首
位
を
維
持
し
、一
八
九
六
（
同
二
九
）

年
に
日
本
郵
船
に
首
位
を
譲
る
も
、
翌
年
に
は
再
び
首
位
と
な
っ

て
い
る
。
同
社
株
の
買
収
事
例
が
発
生
す
る
の
は
、
そ
の
翌
年
の

一
八
九
八
（
同
三
一
）
年
の
春
と
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
間
の
同

社
株
の
売
買
高
が
取
引
所
の
売
買
高
総
計
に
占
め
る
比
率
は
、
二

九
・
〇
％
か
ら
五
〇
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
売
買
高
が
不
明
の

二
年
間
を
除
く
と
、
総
計
一
二
〇
四
万
三
〇
三
六
株
の
う
ち
同
社

株
の
売
買
高
は
四
九
四
万
四
六
九
九
株
と
な
り
、
同
社
株
の
占
め

る
割
合
は
四
一
・
一
％
と
な
る
。
さ
ら
に
、
同
社
株
の
売
買
の
ほ

と
ん
ど
は
定
期
取
引
で
あ
り
、
一
八
九
八
年
の
三
二
・
二
％
を
除

く
と
、
九
九
・
八
％
か
ら
一
〇
〇
・
〇
％
が
定
期
取
引
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
社
の
買
収
事
例
が
発
生
し
た
の
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）

年
春
ご
ろ
と
さ
れ
、
買
い
方
の
仲
買
人
と
し
て
、
本
庄
伊
太
郎
、

井
野
粂
吉
、
石
見
権
兵
衛
、
副
島
延
一
、
矢
島
平
造
、
水
本
徳
兵

衛
、
小
林
勇
次
郎
な
ど
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
格
は

本
庄
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。

年 最多売買銘柄
同左

売買高
（Ａ）

売買高
総計に
対する
比率

内定期
取引分
（Ｂ）

定期取引
売買高計
に対する

比率

Ｂ
―
Ａ

内直
取引分
（Ｃ）

直取引売
買高計に
対する
比率

Ｃ
―
Ａ

株 ％ 株 ％ ％ 株 ％ ％
1908（明41）東京株式取引所新 1,659,631 14.8 867,880 9.0 52.3 791,751 49.2 47.7
1909（〃42） 〃 4,944,040 32.4 1,449,010 12.7 29.3 3,495,030 90.4 70.7
1910（〃43） 〃 8,157,380 46.4 1,818,030 16.7 22.3 6,339,350 94.9 77.7
1911（〃44） 〃 4,927,312 35.2 2,135,670 19.7 43.3 2,791,642 88.5 56.7
1912（大１） 〃 1,858,880 14.6 1,799,380 14.5 96.8 59,500 16.4 3.2
1913（〃２） 〃 1,514,910 14.8 1,514,910 15.4 100.0 ― ― ―

（資料）「東京株式取引所50年史」巻末統計130～255頁、「東京株式取引所史」（第３巻）巻末統計８頁
および東京株式取引所「各期営業報告書」により作成。

（備考）① 　このほかに、延取引分として、1898（明治31）年は７株、1903（同36）年は157,720株が
ある。

② 　直取引分には、1878（同11）年下半期以降は現場取引、1893（同26）年下半期以降は直
取引の各売買高を掲載。

③ 　現場取引は、1880（同13）年売買当日かならず現物の受渡をすることと改正した結果、
取引皆無となったため、1886（同19）年４月、従来の手数料を軽減し、当該取引を奨励し
た結果ふたたび売買をみるようになった。

（出所）東京証券取引所編『東京証券取引所10年史』1963年、30頁。
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こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
株
式
取
引
所
の
発
起
人
に
も
名
を
連
ね
る
と
と
も
に
、
鉄
道
事
業
に
も
貢
献
し
「
鉄
道
王
」
と
も
言
わ
れ

た
今
村
清
之
助）

13
（

は
、
こ
れ
ら
の
仲
買
人
の
背
後
に
は
、
大
口
の
投
資
家
が
お
り
、
か
な
り
の
資
金
的
背
景
を
持
っ
て
い
る
と
推
測
し
、

そ
の
背
後
関
係
を
探
索
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
今
村
は
、
相
場
に
も
精
通
し
て
お
り
、
当
時
の
投
機
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
彼
の
投

資
行
動
を
追
従
す
る
「
マ
バ
ラ
連
」
も
現
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
彼
は
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
恐
慌
後
、
い
ち
早
く
底
値

で
株
を
買
い
、
景
気
回
復
を
待
っ
て
売
り
抜
け
、
二
〜
三
〇
〇
万
円
の
巨
利
を
得
、
株
成
金
の
嚆
矢
と
さ
れ
た
。

　

今
村
の
み
な
ら
ず
売
り
手
側
の
探
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
買
い
手
の
背
後
関
係
は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
は
、
日
清
戦

争
後
の
反
動
恐
慌
期
で
あ
り
、
株
価
は
下
落
し
て
お
り
、
市
場
で
は
買
い
方
が
投
げ
売
り
を
始
め
、
同
年
三
月
末
の
当
限
で
は
解
合

も
行
わ
れ
た
が
、
同
社
株
の
買
占
め
は
続
き
、
田
中
平
八
、
加
藤
徳
三
、
今
村
ら
が
売
り
方
に
回
っ
た
も
の
の
、
同
社
株
の
み
は
上

昇
を
続
け
、
親
株
（
五
〇
円
払
込
）
は
一
一
一
円
、
第
二
新
株
（
二
八
円
払
込
）
が
六
四
円
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
市
場
で
は
買
い
方
の
背
後
に
は
、
英
国
系
資
本
が
潜
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
石
炭

資
源
を
狙
っ
た
策
謀
で
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
風
説
が
流
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
背
後
関
係
が
不
明
の
ま
ま
、
当
限
の
際
に
は
約
一

万
五
〇
〇
〇
株
の
受
渡
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
売
り
手
は
空
売
り
で
あ
る
た
め
、
現
物
の
手
当
て
が
で
き
ず
、
苦
境
に
立

た
さ
れ
た
。
逆
に
、
買
い
手
側
も
相
当
な
株
数
を
買
付
し
て
い
た
た
め
、
資
金
繰
り
が
尽
き
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
買
い
手

側
と
し
て
は
買
い
取
っ
た
株
を
担
保
に
融
資
を
引
き
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
に
は
買
い
手
の
正
体
が
発
覚
し
、

資
金
繰
り
を
断
た
れ
る
事
態
も
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
市
場
関
係
者
の
間
で
は
、
受
渡
が
不
能
と
な
り
、
結
果
的
に
解
合
あ

る
い
は
仲
買
人
の
処
分
に
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
広
が
っ
た
。

　

三
月
三
一
日
の
受
渡
期
日
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
き
、
買
い
方
が
資
金
調
達
に
成
功
し
た
と
い
う
風
説
が
流
れ
た
た
め
、
同
社
株

は
急
騰
し
、
先
物
が
一
二
〇
円
を
つ
け
た
た
め
、
一
気
に
形
勢
は
買
い
方
に
傾
き
、
受
渡
の
前
日
に
は
一
万
八
〇
〇
〇
枚
の
同
社
株
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の
う
ち
約
三
〇
〇
〇
枚
が
解
合
っ
て
、
一
万
五
〇
〇
〇
枚
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
今
村
ら
は
、
資
産
一
五
〇
万
円
を
投
入
し
て
、
現

物
株
の
調
達
に
奔
走
し
た）

14
（

。

　

受
渡
の
前
日
に
な
っ
て
、
買
占
め
側
の
背
後
関
係
が
発
覚
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
格
が
雨
宮
敬
次
郎
と
横
山
源
太
郎
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
雨
宮
は
、
甲
州
財
閥
の
一
翼
を
担
っ
た
実
業
家
で
あ
り
、
甲
武
鉄
道
取
締
役
、
川
越
鉄
道
、
北
海
道
炭
礦
鉄
道）

15
（

と
関
わ
り
、
東
京
市
街
鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
、
京
浜
電
鉄
、
江
ノ
島
電
鉄
社
長
な
ど
を
歴
任
し
た）

16
（

。
ま
た
、
横
山
は
、
明
治
初
期

に
漢
詩
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
小
野
湖
山
を
父
に
持
つ
と
と
も
に
、
株
式
界
の
風
雲
児
と
い
わ
れ
た
人
物
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
買
占
め
側
の
背
後
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
資
金
調
達
を
断
た
れ
、
勢
い
を
失
っ
た
た
め
、
一

気
に
相
場
は
逆
転
し
た
。
そ
の
結
果
、
受
渡
日
当
日
に
な
る
と
、
売
方
は
現
物
株
を
調
達
し
た
も
の
の
、
買
い
手
側
は
資
金
が
不
足

し
た
た
め
、
取
引
所
が
仲
買
人
に
対
し
て
買
付
代
金
の
納
付
を
勧
告
し
た
も
の
の
、
入
金
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
横
山
は
三
井

銀
行
か
ら
一
五
〇
万
円
の
融
資
を
引
き
出
す
計
画
を
立
て
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
今
村
は
、
三
井
銀
行
に
対
し
て
横
山
へ
の
融
資
を

中
止
す
る
よ
う
に
要
請
し
、そ
れ
に
成
功
し
た
。
こ
の
よ
う
な
工
作
は
「
金
く
く
り
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
工
作
に
よ
っ

て
、
買
い
手
は
行
き
詰
ま
り
、
雨
宮
は
友
人
知
人
に
買
い
株
の
肩
代
わ
り
を
要
請
す
る
と
と
も
に
資
金
調
達
の
途
を
探
っ
た
が
、
結

果
的
に
徒
労
に
終
わ
り
、
取
引
所
に
代
金
を
差
し
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
て
、
取
引
所
は
当
日
夜
に
緊
急
重
役
会
を
招
集
し
、
善
後
策
を
協
議
す
る
と
と
も
に
、
違
約
処
分
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
違
約
処
分
の
場
合
、
同
社
株
以
外
に
つ
い
て
も
受
渡
に
支
障
が
出
る
た
め
、
取
引
所
も
苦
慮
せ
ざ
る
を
得

ず
、
翌
日
か
ら
取
引
所
は
休
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
京
株
式
取
引
所
に
お
け
る
受
渡
不
能
は
、
他
の
取
引
所
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、

横
浜
取
引
所
は
三
一
日
か
ら
立
会
停
止
す
る
と
と
も
に
、
仲
買
は
解
合
に
奔
走
し
た
が
、
逆
に
大
阪
は
立
会
を
続
け
た
た
め
に
、
一

斉
に
諸
銘
柄
は
暴
落
し
、
市
場
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
。
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東
京
株
式
取
引
所
は
、
当
限
（
三
月
末
）
の
取
引
高
五
万
八
九
三
〇
株
の
う
ち
同
社
株
一
万
五
四
八
〇
株
、
四
月
限
の
七
万
一
〇

〇
〇
株
の
う
ち
同
社
株
二
万
三
六
三
〇
株
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
四
月
一
日
に
再
度
重
役
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
際
、

違
約
処
分
を
下
し
た
場
合
、
他
の
銘
柄
の
暴
落
を
招
き
、
買
占
め
側
の
み
な
ら
ず
、
他
の
仲
買
人
ま
で
追
い
証
の
負
担
が
の
し
か
か

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
穏
便
な
処
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な
り
、
三
名
の
調
停
委
員
を
選
出
し
た
。

　

こ
の
調
停
委
員
は
、
総
解
合
と
な
る
と
全
銘
柄
に
影
響
が
及
ぶ
た
め
、
今
村
清
之
助
と
足
立
孫
六
の
二
名
を
調
停
委
員
に
追
加
し
、

①
同
社
株
三
月
限
は
定
款
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
、
②
同
四
月
限
は
一
株
九
〇
円
、
五
月
限
（
六
一
一
〇
株
）
は
一
株
八
八
円
に
て

そ
れ
ぞ
れ
解
約
す
る
こ
と
と
い
う
案
を
作
成
し
た
。

　

他
方
、
雨
宮
ら
が
買
占
め
た
同
社
株
の
平
均
取
得
価
格
は
一
一
五
円
八
〇
銭
で
あ
り
、
そ
れ
が
八
五
円
に
暴
落
し
た
た
め
、
差
額

の
三
〇
円
八
〇
銭
の
不
足
分
が
取
引
所
の
負
担
と
な
る
。
た
だ
し
、
一
株
二
〇
円
の
証
拠
金
を
徴
収
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
差
額
は

差
し
引
き
一
〇
円
八
〇
銭
と
な
り
、
取
引
所
の
負
担
額
は
一
六
万
七
一
八
四
円
、
さ
ら
に
四
お
よ
び
五
月
限
の
平
均
取
得
価
格
は
一

〇
〇
円
六
〇
銭
で
あ
り
、
平
均
解
合
価
格
は
八
九
円
で
あ
っ
た
た
め
、
一
株
一
一
円
六
〇
銭
の
損
害
と
な
り
、
総
額
三
四
万
四
九
八

四
円
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
合
計
は
四
一
万
二
一
六
八
円
と
な
る
が
、
そ
の
他
銘
柄
に
も
同
様
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
さ
ら
に
損
害

が
膨
ら
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
当
時
の
東
京
株
式
取
引
所
の
資
本
金
は
、
一
二
五
万
円
で
あ
っ
た
た
め
、
資
本
金
を
大
き
く
毀
損

す
る
恐
れ
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
懸
念
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
取
引
所
は
臨
時
総
会
を
招
集
す
る
と
と
も
に
、
仲
買
人
組
合
も
臨
時
総
会
を
招
集
し
、

事
態
の
収
拾
を
図
っ
た
が
、
解
決
策
は
ま
と
ま
ら
ず
、
休
会
が
続
い
た
。
こ
の
間
に
、
先
の
調
停
委
員
も
辞
任
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
取
引
所
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
こ
と
は
、
各
商
品
取
引
所
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
金
融
市
場
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
、
手
形
の
不
渡
り
に
も
つ
な
が
っ
た
。
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こ
の
総
解
合
問
題
は
、
二
〇
日
間
に
も
お
よ
び
、
各
方
面
か
ら
非
難
が
出
始
め
た
た
め
、
取
引
所
は
改
め
て
調
停
委
員
三
名
を
選

任
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
株
式
取
引
所
お
よ
び
京
都
株
式
取
引
所
の
理
事
長
を
招
き
、
仲
裁
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
、
仲

買
委
員
も
会
合
を
開
き
、
以
下
の
解
決
案
を
提
示
し
た
。
そ
の
案
は
、
取
引
所
が
三
〇
万
円
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
買
占
め
側
の

本
庄
、
井
野
、
石
見
、
副
島
、
矢
島
、
水
本
、
小
林
ら
の
証
拠
金
と
身
元
保
証
金
を
損
失
補
填
に
充
当
す
る
と
し
た
う
え
で
、
各
解

合
価
格
を
算
出
す
る
と
、
四
月
限
九
一
円
、
五
月
限
九
三
円
と
な
る
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
売
方
は
四
月
限
八
八
円
、
五

月
限
九
〇
円
を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
こ
の
場
合
の
取
引
所
の
負
担
額
は
四
〇
万
円
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
取
引
所
理
事
長
は
売
り
方

の
田
中
平
八
と
交
渉
し
、
取
引
所
の
負
担
額
を
三
五
万
円
と
す
る
と
し
た
う
え
で
、
解
合
価
格
を
四
月
限
八
九
円
五
〇
銭
、
五
月
限

を
九
一
円
五
〇
銭
と
決
定
し
、
解
合
が
成
立
し
た
。
な
お
、
買
占
め
側
の
本
庄
ほ
か
六
名
は
違
約
処
分
と
な
っ
た）

17
（

。

　

こ
の
よ
う
な
損
害
を
受
け
た
結
果
、
取
引
所
は
各
株
の
証
拠
金
を
引
き
上
げ
、
総
額
一
五
〇
万
円
の
増
証
と
し
た
が
、
不
況
下
で

の
証
拠
金
の
引
き
上
げ
は
、
仲
買
人
に
と
っ
て
は
痛
手
と
な
っ
た
。
な
お
、
取
引
所
は
、
上
記
の
解
合
成
立
を
受
け
て
、
四
月
二
五

日
か
ら
取
引
を
再
開
し
た
が
、
同
社
株
を
め
ぐ
っ
て
は
、
再
開
初
日
か
ら
波
乱
含
み
で
あ
り
、
同
社
株
の
立
会
を
停
止
し
た
。
ま
た
、

違
約
処
分
を
受
け
た
小
林
は
、
処
分
を
不
服
と
し
、
公
債
お
よ
び
株
券
公
売
差
し
止
め
の
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　

他
方
、
買
占
め
側
の
資
金
調
達
源
に
つ
い
て
は
、
十
五
銀
行
、
丁
酉
銀
行
、
帝
国
商
業
銀
行
の
三
行
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
な
お
、
丁
酉
お
よ
び
帝
国
商
業
は
い
ず
れ
も
十
五
銀
行
の
傘
下
で
あ
る
た
め
、
十
五
銀
行
と
買
占
め
側
と
の
間
の
関
係
が
取
り

ざ
た
さ
れ
た
。

　

十
五
銀
行
は
、
そ
の
設
立
の
際
、
岩
倉
具
視
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
華
族
階
級
の
有
力
者
が
出
資
し
た
た
め
「
華
族
銀
行
」
と

称
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
支
配
人
の
な
か
に
は
相
場
に
傾
倒
す
る
も
の
も
あ
り
、
同
社
株
の
買
占
め
に
手
を
出
し
た
も
の
も
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
関
係
で
、
十
五
銀
行
と
相
場
師
と
の
関
係
が
結
ば
れ
た
と
し
て
い
る
。
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こ
の
買
収
事
案
に
お
い
て
も
、
雨
宮
ら
の
買
占
め
側
は
、
買
い
集
め
た
同
社
株
を
十
五
銀
行
に
持
ち
込
み
、
公
債
や
他
社
株
の
融

通
を
受
け
る
と
と
も
に
、
井
野
ら
を
通
じ
て
そ
れ
ら
を
担
保
と
し
て
、
第
三
、
安
田
、
第
七
十
七
、
東
京
、
東
海
、
東
京
商
業
、
明

治
商
業
、
第
三
十
六
、
第
二
の
各
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
資
金
の
流
れ
を
複
雑
に
す
る
こ
と
で
、

買
占
め
側
の
正
体
を
秘
匿
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
資
金
繰
り
に
窮
し
、
売
方
に
屈
し
た
が
、
そ
の
後
安
田
善
次
郎
に
負
債
の
整

理
を
依
頼
し
た
も
の
の
、
往
時
の
勢
い
を
な
く
し
、
末
路
は
哀
れ
だ
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
同
社
に
つ
い
て
は
、
こ
の
買
収
事
例
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
買
い
手
に
よ
っ
て
買
収
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
た
こ
と
も

記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
の
事
例
よ
り
も
前
に
、
十
五
銀
行
の
山
本
直
成
が
同
社
株
一
万
株
を
買
収
し
た
と
い
う
。
そ
の
際
は
、

短
期
的
な
投
機
で
は
な
く
、
長
期
投
資
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
三
（
同
二
六
）
年
に
同
社
社
長
の
堀
基
が
辞
任

し
た
た
め
、
同
行
は
こ
れ
を
半
田
庸
太
郎
の
店
で
処
分
し
た
。
こ
の
株
に
目
を
つ
け
た
の
が
雨
宮
で
あ
り
、
田
中
平
八
や
加
藤
徳
三

ら
と
謀
り
、
こ
れ
を
買
い
取
ろ
う
と
し
た
が
、
こ
の
売
出
し
に
提
灯
が
付
い
た
た
め
、
雨
宮
側
の
買
付
株
数
は
膨
ら
み
続
け
、
安
田

善
次
郎
に
救
済
を
申
し
出
た
。
安
田
の
支
援
を
受
け
て
、
彼
は
相
当
な
同
社
株
を
買
占
め
、
社
長
に
高
島
嘉
右
衛
門
、
専
務
に
井
上

角
五
郎
を
据
え
る
こ
と
に
成
功
す
る
と
と
も
に
、
明
治
二
六
年
、
政
府
が
公
債
一
千
万
円
の
現
金
償
還
を
行
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、

株
式
市
場
は
活
況
を
呈
し
、
同
社
株
も
高
騰
し
、
一
五
六
円
を
つ
け
た
た
め
に
、
雨
宮
は
数
百
万
円
の
巨
利
を
得
た
が
、
結
局
彼
は

こ
の
一
八
九
八
（
同
三
一
）
年
の
買
収
で
没
落
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
井
が
同
社
株
八
万
株
を
買
収
し
た
。
こ
れ
は
利
回
り
を
目
当
て
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
六
（
同
三
九
）

年
に
高
値
を
付
け
た
際
に
、
三
井
は
こ
れ
を
密
か
に
処
分
す
る
こ
と
を
図
り
、
手
口
を
隠
す
た
め
に
あ
え
て
三
井
系
の
機
関
店
を
避

け
、
三
菱
系
の
機
関
店
か
ら
売
り
出
し
た
が
、
こ
れ
を
い
ち
早
く
察
知
し
た
の
が
、
福
沢
桃
介
で
あ
っ
た）

18
（

。
彼
は
三
井
に
先
回
り
し

て
同
社
株
を
売
り
浴
び
せ
よ
う
と
し
た
が
、
同
社
株
は
堅
調
に
推
移
し
た
た
め
、
彼
は
追
い
証
に
行
き
詰
ま
り
始
め
た
が
、
三
井
の
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売
り
出
し
に
よ
っ
て
相
場
が
崩
れ
、
結
果
的
に
福
沢
は
巨
利
を
得
た
。
な
お
、
相
場
が
崩
れ
た
た
め
に
、
三
井
は
保
有
株
八
万
株
の

処
分
を
断
念
し
、
五
万
株
を
保
有
し
続
け
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
三
井
が
同
社
の
経
営
に
関
与
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

４　

伊
予
鉄
道
の
事
例

　

伊
予
鉄
道）

19
（

は
、
一
八
八
八
（
同
二
一
）
年
一
〇
月
に
松
山
外
側
―
三
津
間
で
営
業
を
開
始
し
、
一
八
九
二
（
同
二
五
）
年
に
三
津

―
高
浜
間
を
開
業
、
一
八
九
三
（
同
二
六
）
年
松
山
外
側
―
平
井
河
原
間
を
開
業
し
、
そ
の
後
も
支
線
を
延
伸
し
た
。
さ
ら
に
、
一

九
〇
〇
（
同
三
三
）
年
に
は
道
後
鉄
道
や
南
予
鉄
道
を
合
併
し
た
。
ま
た
、
一
九
〇
三
（
同
三
六
）
年
に
は
、
大
阪
商
船
と
旅
客
お

よ
び
手
荷
物
の
連
携
運
輸
契
約
を
結
ぶ
な
ど
業
務
を
拡
張
し
た）

20
（

。

　

同
社
の
資
本
金
は
、
一
八
九
二
（
同
二
五
）
年
に
お
い
て
は
一
三
万
五
千
円
、
一
八
九
三
（
同
二
六
）
年
一
四
万
五
千
円
、
一
八

九
五
（
同
二
八
）
年
一
九
万
円
、
一
八
九
九
（
同
三
二
）
年
三
〇
万
円
と
増
加
し
、
一
九
〇
〇
（
同
三
三
）
年
に
道
後
鉄
道
を
合
併

し
た
際
に
は
六
〇
万
円
に
増
加
し
た
。
配
当
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
六
（
同
三
九
）
年
の
上
半
期
一
割
、
下
半
期
一
割
一
分
で
あ
っ

た）
21
（

。

　

伊
予
鉄
道
の
買
収）

22
（

は
、
一
八
九
九
（
同
三
二
）
年
に
大
阪
で
生
じ
た
事
例
で
あ
り
、
買
い
方
は
石
田
庄
兵
衛
と
い
う
人
物
で
あ
っ

た
。
こ
の
人
物
は
、
大
阪
で
古
く
か
ら
砂
糖
商
を
営
む
と
と
も
に
、
大
阪
銀
行
の
頭
取
に
も
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

相
場
師
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
通
常
は
相
場
に
手
を
出
す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
関
係
先
の
伊
予
鉄
道
の
株
価
が

下
落
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
買
い
始
め
た
と
さ
れ
る
。

　

当
時
の
伊
予
鉄
道
は
、
大
阪
株
式
取
引
所
の
上
場
銘
柄
で
あ
っ
た
も
の
の
、
世
間
的
な
関
心
を
惹
く
よ
う
な
会
社
で
は
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
が
、
買
い
の
手
口
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
こ
れ
に
便
乗
し
て
、
い
わ
ゆ
る
提
灯
が
付
く
こ
と
を
懸
念
し
、
北
浜
の
山
添
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賢
三
と
い
う
仲
買
人
を
通
じ
て
密
か
に
買
い
進
め
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
買
い
進
む
に
つ
れ
て
、
山
添
の
買
い
手
口
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
提
灯
が
付
く
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
相
場
は
騰
貴
し
始
め
る
と
と
も
に
、
売
り
方
が
現
れ
、
相
場
は
徐
々
に
加
熱
し

て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
石
田
は
不
本
意
な
が
ら
買
い
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

や
が
て
売
り
方
が
優
勢
と
な
る
と
と
も
に
、
山
添
の
買
玉
が
石
田
の
手
口
で
あ
る
こ
と
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
銀
行
は

石
田
に
対
す
る
融
資
を
引
き
締
め
た
。
そ
の
う
え
、
石
田
の
経
営
す
る
大
阪
銀
行
に
対
し
て
は
、
石
田
の
融
資
元
で
あ
る
と
い
う
憶

測
が
流
れ
た
た
め
に
、
預
金
の
取
付
騒
ぎ
が
発
生
し
、
石
田
へ
の
融
資
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
石
田
は
追
い
証

を
差
し
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
一
八
九
九
（
同
三
二
）
年
二
月
二
一
日
に
取
引
所
は
帳
簿
整
理
を
名
目
と
し
て
臨
時
休
業

し
た
。

　

そ
の
後
、
二
月
二
三
日
に
立
会
が
開
始
さ
れ
た
が
、
同
社
株
は
定
期
取
引
が
停
止
さ
れ
、
石
田
は
破
産
し
、
や
が
て
大
阪
銀
行
も

経
営
破
綻
し
た
と
さ
れ
る）

23
（

。
ま
た
、
仲
買
人
は
違
約
処
分
と
な
っ
た
。

５　

豊
川
鉄
道
の
事
例

　

一
八
九
三
（
同
二
六
）
年
愛
知
県
渥
美
郡
豊
橋
町
・
加
治
千
萬
人
ら
は
、
豊
川
鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
（
資
本
金
五
万
円
）
を
発

起
し
、
宝
飯
郡
下
地
町
よ
り
牛
久
保
町
を
経
て
豊
川
町
に
至
る
軽
便
鉄
道
の
敷
設
を
請
願
し
た
後
、
さ
ら
に
豊
川
町
か
ら
南
設
楽
郡

新
城
町
に
至
る
延
伸
を
加
え
、
資
本
金
一
〇
万
円
を
増
資
す
る
と
と
も
に
、
支
線
を
加
え
資
本
金
を
四
万
円
増
資
し
た
。
し
か
し
、

翌
年
に
東
参
鉄
道
と
い
う
別
会
社
が
資
本
金
四
六
万
円
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
、豊
川
鉄
道
と
同
一
区
間
で
営
業
し
よ
う
と
し
た
た
め
、

両
社
の
認
可
を
め
ぐ
っ
て
鉄
道
会
議
は
紛
糾
し
た
が
、
延
伸
な
ど
の
条
件
が
付
さ
れ
た
う
え
で
、
豊
川
鉄
道
に
対
し
同
年
一
二
月
に

仮
免
状
が
下
付
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
同
社
の
資
本
金
は
四
〇
万
円
と
な
っ
た
。
一
八
九
六
（
同
二
九
）
年
一
月
豊
川
鉄
道
は
、
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免
許
状
を
受
け
る
と
と
も
に
、
豊
橋
市
に
本
社
を
置
い
た
。
そ
の
後
、
路
線
の
起
点
を
渥
美
郡
花
田
村
に
変
更
し
、
官
営
鉄
道
と
連

絡
す
る
こ
と
と
し
、
資
本
金
も
一
〇
万
円
引
き
上
げ
た
。
一
八
九
七
（
同
三
〇
）
年
七
月
、
豊
橋
―
豊
川
間
お
よ
び
豊
川
―
一
ノ
宮

間
が
開
通
、
三
三
年
に
は
新
城
―
大
海
（
の
ち
の
長
篠
）
間
が
開
通
し
た）

24
（

。

　

同
社
の
資
本
金
は
、
一
八
九
六
（
同
二
九
）
年
度
五
〇
万
円
で
あ
る
が
、
一
九
〇
二
（
同
三
五
）
年
度
に
は
一
五
〇
万
円
に
増
資

す
る
一
方
、
長
期
借
入
金
は
、
一
九
〇
〇
（
同
三
三
）
年
度
四
九
・
九
万
円
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
二
（
同
三
五
）
年
度
に
は
増
資

の
一
部
を
も
っ
て
返
済
し
た
。
ま
た
、
一
九
〇
六
（
同
三
九
）
年
度
の
配
当
は
五
％
で
あ
っ
た）

25
（

。

　

豊
川
鉄
道
の
買
収
は
、
一
九
〇
〇
（
同
三
三
）
年
三
月
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
当
時
の
豊
川
鉄
道
は
、
い
わ
ゆ
る
「
困
窮

私
鉄
」
と
さ
れ
、
資
金
繰
り
の
た
め
に
か
な
り
の
手
形
を
振
り
出
し
て
お
り
、
こ
れ
が
大
阪
市
中
の
銀
行
で
流
通
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
を
豊
橋
銀
行
が
裏
書
し
て
い
た
が
、
豊
橋
銀
行
の
信
用
も
低
下
し
た
た
め
に
、
同
社
の
手
形
を
各
行
は
拒
否
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
後
述
の
西
浦
仁
三
郎
は
、
露
清
銀
行
神
戸
支
店
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
露
清
側
は
有
力
銀
行
の
裏
書
を
条

件
に
割
引
に
応
じ
る
旨
の
回
答
を
得
た
が
、
こ
れ
に
応
じ
る
銀
行
は
見
つ
か
ら
ず
、
前
述
の
松
谷
元
三
郎
ら
を
介
し
て
、
よ
う
や
く

百
三
十
銀
行
西
陣
支
店
で
裏
書
を
得
た
が
、
相
当
な
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
支
払
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
当
時
の
新
聞
報
道
は
伝
え
て

い
る）

26
（

。

　

前
述
の
よ
う
に
、
豊
川
鉄
道
の
買
収
事
例）

27
（

は
、
一
九
〇
〇
（
同
三
三
）
年
三
月
に
始
ま
っ
た
が
、
当
時
、
日
銀
は
金
融
引
き
締
め

策
を
実
施
し
、
金
利
が
上
昇
し
た
た
め
、
株
式
市
場
は
軟
調
に
推
移
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
豊
川
鉄
道
株
の
買
占
め
に
向
か
っ
た
の

は
、
横
山
源
太
郎
と
前
出
の
天
一
坊
こ
と
松
谷
元
三
郎
で
あ
っ
た
。
横
山
は
、
前
述
の
北
海
道
炭
礦
鉄
道
の
買
占
め
に
も
登
場
し
た

人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
買
占
め
側
の
知
名
度
は
高
く
、
こ
れ
に
売
り
向
か
う
の
は
容
易
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
特
に
、

松
谷
は
「
儲
け
た
金
は
持
っ
て
い
く
、
損
し
た
金
は
ビ
タ
一
文
で
も
拂
わ
な
い
」
と
い
う
悪
評
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
買
占
め
側
に
対
し
て
、
売
り
向
か
っ
た
の
は
、
当
時
兜
町
の
一
流
仲
買
店
で
「
独
眼
竜
」
と
い
わ
れ
た
半
田
庸
太
郎
、

山
一
の
小
池
國
三
、
今
井
丈
吉
、
石
見
権
兵
衛
お
よ
び
宮
崎
敬
介
で
あ
っ
た
。
宮
崎
は
、
立
教
大
学
校
の
出
身
者
で
聖
公
会
の
宣
教

師
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
財
界
に
進
出
し
、
大
阪
堂
島
米
穀
取
引
所
理
事
長
、
神
戸
商
品
取
引
所
理
事
長
、
大
阪
電
灯
社
長
、
大
同

電
力
副
社
長
を
歴
任
し
、
大
阪
土
地
建
物
や
門
司
築
港
を
創
設
す
る
な
ど
、
関
西
実
業
界
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た）

28
（

。
当
時
、
宮
崎

は
、
兜
町
に
甲
（
か
ぶ
と
）
と
い
う
仲
買
店
を
経
営
し
て
い
た
が
、
半
田
や
小
池
ら
と
比
較
す
る
と
、
零
細
な
業
者
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。

　

横
山
・
松
谷
の
買
占
め
派
は
公
然
と
買
い
進
め
た
の
に
対
し
、
半
田
・
小
池
ら
は
積
極
的
に
売
り
向
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
売
り
手

側
は
、
買
占
め
側
の
資
金
力
を
過
小
評
価
し
て
お
り
、
三
か
月
後
の
受
渡
期
日
に
は
買
占
め
側
の
資
金
が
尽
き
、
手
仕
舞
い
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
現
渡
し
と
な
っ
て
も
同
社
株
の
調
達
に
つ
い
て
楽
観
視
し
て
い
た
と
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
第
一
回
目
の
期
日
に
手
仕
舞
い
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
次
の
期
日
に
は
手
仕
舞
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う

予
想
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
提
灯
も
売
り
方
に
多
く
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

横
山
・
松
谷
の
買
占
め
派
は
、
売
り
提
灯
に
苦
戦
し
た
も
の
の
、
資
金
を
調
達
し
、
同
社
株
を
買
い
進
め
た
た
め
、
株
価
は
上
昇

し
て
い
っ
た
（
な
お
、
こ
の
資
金
提
供
者
は
、
西
浦
仁
三
郎
と
い
う
人
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
こ
の
事
態

を
受
け
て
、
売
り
手
側
は
焦
り
の
色
を
濃
く
し
、
密
か
に
現
物
株
の
手
当
て
を
開
始
し
た
が
、
す
で
に
買
い
手
側
が
こ
れ
ら
を
買
占

め
て
お
り
、
東
京
で
は
現
物
株
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
方
に
も
手
を
回
し
た
が
、
そ
こ
で
も
す
で
に
買
占
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

地
方
で
の
現
物
株
を
買
い
進
め
た
の
は
、
神
田

蔵
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
物
は
、
の
ち
に
紅
葉
屋
商
店
（
の
ち
の
神

田
銀
行
）
を
創
業
す
る
が
、
当
時
は
兜
町
の
零
細
仲
買
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
は
い
ち
早
く
、
売
り
方
が
現
物
株
の
品
不
足
に
苦
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慮
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
地
方
の
地
主
層
に
接
近
し
、
零
細
株
主
も
含
め
て
買
い
進
め
、
こ
れ
を
売
り
手
側
に
持
ち
込
み
、
七
〇

円
程
度
で
買
い
取
っ
た
現
物
株
を
一
二
〇
円
程
度
で
売
り
つ
け
、
巨
利
を
得
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
紅
葉
屋
商
店
の
創
業
資
金
に
充

当
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

売
り
手
側
は
、
神
田
か
ら
現
物
株
を
高
値
で
買
い
取
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
受
渡
に
必
要
な
株
数
は
集
ま
ら
ず
、
八
六
〇
枚
が

不
足
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
ま
ま
期
日
が
到
来
す
る
と
違
約
処
分
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
事
態
を
受
け
て
、
売

り
手
側
は
謀
議
し
、
売
り
手
側
の
八
名
の
内
か
ら
一
名
を
選
び
、
そ
の
一
名
の
み
に
違
約
の
責
任
を
負
担
さ
せ
、
他
の
七
名
の
免
責

を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
一
名
に
な
る
こ
と
を
進
ん
で
引
き
受
け
た
の
が
、
宮
崎
で
あ
っ
た
。
彼
は
、「
僕
は
そ
の
こ
ろ
ホ
ン

の
駆
け
出
し
で
、
資
産
も
何
も
な
か
っ
た
か
ら
、
資
産
も
何
も
な
か
っ
た
か
ら
、（
中
略
）
違
約
処
分
な
ん
か
そ
れ
ほ
ど
思
わ
な
か
っ

た
が
、
小
池
、
半
田
、
今
井
、
石
見
を
始
め
売
り
方
に
な
っ
た
仲
買
は
皆
一
流
ば
か
り
で
、
こ
れ
が
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
大

変
だ
、（
中
略
）
だ
か
ら
、ど
う
せ
首
の
座
に
直
る
な
ら
七
人
の
売
玉
を
引
受
け
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
語
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
背
後
に
ど
の
よ
う
な
取
引
が
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。

　

た
だ
し
、
彼
ら
売
り
手
側
の
謀
議
は
、
買
占
め
派
の
知
る
所
と
な
っ
た
た
め
に
、
こ
の
「
名
案
」
も
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

さ
ら
に
第
二
弾
の
策
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
窮
余
の
一
策
を
講
じ
た
の
は
、
売
り
手
側
で
あ
る
石
見
権
兵
衛
の
番
頭
・
井

野
新
次
郎
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
買
占
め
側
の
仲
買
で
あ
る
須
藤
建
助
の
場
立
ち
を
買
収
す
る
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
場
立
ち
は
牧
野
新
太
郎
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
彼
を
宮
崎
が
買
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
宮
崎
の
場
立
ち
は
、
牧
野
と
姻
戚

関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
関
係
を
通
じ
て
宮
崎
は
一
〇
〇
〇
円
を
牧
野
に
支
払
い
、
受
渡
の
前
々
日
の
二
八
日
、
牧
野
に
逆
手
を

振
ら
せ
た
。
つ
ま
り
、
買
占
め
側
の
場
立
ち
が
突
如
一
転
し
て
売
り
手
を
振
り
始
め
た
た
め
、
相
場
は
大
暴
落
し
、
買
い
手
側
は
顔

色
を
失
う
事
態
に
陥
っ
た
。
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こ
の
事
態
を
受
け
て
、
買
占
め
側
は
牧
野
を
取
り
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
東
京
裁
判
所
に
対
し
て
売
買
契
約
無
効
の
訴
訟
を
提
起

し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
売
買
は
本
人
の
意
思
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
売
り
手
側
も
横
田
千
之
助
と
い
う
弁
護
士
を
立
て
て
応
じ
た
。
こ
の
横
田
は
、
の
ち
に
実
業
家
と
し
て
活
躍
す
る
と
と

も
に
、
衆
議
院
議
員
と
し
て
政
友
会
幹
事
長
な
ど
も
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る）

29
（

が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
宮
崎
と
横
田
は
そ
の
後
も
関

係
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
裁
判
は
、
代
理
人
の
行
為
は
店
主
の
指
揮
と
さ
れ
た
た
め
、
買
占
め
側
の
敗
訴
に
帰
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
宮
崎
は
「
も

し
須
藤
の
場
立
ち
が
逆
手
を
振
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
売
方
は
二
百
万
円
ぐ
ら
い
の
損
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
そ
の
助
け
の
神
の
お
賽
銭
が
千
円
は
安
か
っ
た
」
と
語
っ
た
と
い
う
。

　

場
立
ち
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
天
一
坊
・
松
谷
は
、
大
き
な
損
失
を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
損
失
を
取
引
所
と
資
金
提

供
者
で
あ
る
西
浦
仁
三
郎
に
負
担
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
西
浦
は
、
美
濃
多
治
見
の
名
家
の
出
身
で
、
東
京
の
実
業
家
や
華
族
階
級

の
名
士
た
ち
と
派
手
に
交
際
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
過
程
で
こ
の
事
案
の
買
占
め
派
と
接
点
を
持
っ
た
と
さ
れ
る
。
結
果
的

に
、
同
社
の
買
占
め
に
失
敗
し
た
た
め
に
、
彼
に
対
し
て
融
資
を
提
供
し
て
い
た
帝
国
商
業
銀
行
、
浪
速
銀
行
、
東
京
海
上
な
ど
は

損
失
を
被
っ
た
と
さ
れ
る
。

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
明
治
期
の
鉄
道
会
社
株
式
の
買
占
め
事
例
を
概
観
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
四
事
例
は
い
ず
れ
も
支
配
権
の
取
得
を
目
的

と
し
た
も
の
で
は
な
く
、い
わ
ゆ
る
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
に
よ
る
短
期
的
な
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
取
得
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
鉄
道
会
社
株
式
の
買
占
め
事
例
が
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
支
配
権
取
得
を
目
的
と
し



（34）

た
買
占
め
の
事
例
と
し
て
は
、
北
海
道
炭
礦
鉄
道
の
事
例
で
も
登
場
し
た
、
雨
宮
敬
次
郎
に
よ
る
甲
武
鉄
道
の
買
占
め
事
例
、「
強

盗
慶
太
」
と
も
称
さ
れ
た
後
藤
慶
太
に
よ
る
武
蔵
電
鉄
や
玉
川
電
鉄
な
ど
の
買
占
め
事
例）

30
（

、さ
ら
に
「
ボ
ロ
株
買
い
」
と
称
さ
れ
た
、

根
津
嘉
一
郎
に
よ
る
多
数
の
鉄
道
会
社
株
式
の
取
得
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
も
別
途
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
以
下
で
は
こ
れ
ら
四
事
例
が
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

ま
ず
当
時
の
株
式
市
場
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
投
機
的
な
資
金
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
結
果
取
引
所
取
引
は
、
定
期
取
引

主
体
の
売
買
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る）

31
（

。
し
た
が
っ
て
、
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
の
よ
う
な
手
法
は
、
鉄
道
会
社
株
式
の
み
な
ら
ず
、

他
の
業
種
や
株
式
以
外
で
も
し
ば
し
ば
発
生
し
、
市
場
関
係
者
の
関
心
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
鉄
道
会
社
株
式
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
鉄
道
会
社
株
式
に
は
、
他
業
種
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
当
時
の
鉄
道
会
社
は
、
資
金
調
達
面
か
ら
み
る
と
、「
多
数
出
資
者
大
資
本
型
」）

32
（

、
つ
ま
り
広
範
囲
な
株
主
を
集
め
、
社
会

的
資
金
の
集
中
の
上
に
形
成
さ
れ
た
非
財
閥
型
近
代
産
業
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、多
数
の
株
主
を
糾
合
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
買
収
事
例
が
発
生
し
た
当
時
の
鉄
道
会
社
の
平
均
株
主
数
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
六
九
五
名
、
一

八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
九
一
一
名
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
〇
四
〇
名
と
な
っ
て
お
り
、
紡
績
二
七
九
・
六
名
、
四
〇
一
・

七
名
、
四
五
六
・
八
名
、
あ
る
い
は
電
灯
一
〇
九
名
、
一
〇
九
名
、
一
〇
七
名
な
ど
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る）

33
（

。
ち
な
み
に
、
買
占

め
事
案
が
発
生
し
た
際
の
参
宮
鉄
道
の
株
主
数
は
四
〇
〇
名
、
北
海
道
炭
礦
鉄
道
九
四
一
名
、
伊
予
鉄
道
四
五
一
名
、
豊
川
鉄
道
一

八
八
名
で
あ
る）

34
（

。

　

次
に
、
株
主
一
人
当
た
り
の
平
均
払
込
金
額
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
当
時
、
鉄
道
会
社
は
二
四
六
九
・
〇
円

で
あ
り
、
綿
糸
紡
績
一
二
五
四
・
三
円
、
水
運
一
一
八
四
・
一
円
、
諸
織
物
八
八
七
・
六
円
、
造
船
八
八
四
・
八
円
、
銀
行
お
よ
び

貸
金
業
六
六
八
・
〇
円
な
ど
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り）

35
（

、
第
一
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
株
主
一
人
当
た
り
の
持
ち
株
数
も
多
か
っ
た
こ
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と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
株
主
構
成
に
つ
い
て
は
、
当
初
発
起
人
と
募
集
株
主
の
間
で
株
式
保
有
動
機
の
面
で
か
な
り
格
差
が
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
前
述
の
日
本
鉄
道
な
ど
の
事
例
で
は
、
発
起
人
は
有
力
華
族
や
上
層
の
士
族
な
ど
富

裕
層
で
あ
る
一
方
、
そ
の
他
の
出
資
者
は
政
府
高
官
や
地
方
行
政
官
な
ど
に
よ
っ
て
出
資
を
説
得
・
勧
誘
、
時
に
は
強
制
さ
れ
た
、

華
族
や
地
方
資
産
家
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）
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。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
ど
の
程
度
一
般
的
で
あ
る
か
は
定
か
で
な
い
が
、
も
し
こ
れ
ら
四

事
例
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
出
資
者
が
集
め
ら
れ
た
と
す
る
と
、
当
初
の
発
起
人
と
そ
の
後
の
出
資
者
と
の
間
で
は
、
保

有
動
機
に
大
き
な
格
差
が
生
じ
、
前
者
は
安
定
株
主
層
を
形
成
す
る
一
方
、
後
者
は
持
ち
株
を
早
期
に
高
値
で
売
り
抜
け
る
こ
と
を

企
図
す
る
浮
動
株
主
層
を
形
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
記
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
四
事
例
の
鉄
道
会
社
株
式
の
買
占
め
を
考
え
る
と
、
支
配
権
取
得
を
目
的
と
し
て
買
占
め
す
る
こ
と

は
か
な
り
難
し
く
、
短
期
的
な
利
益
を
目
指
す
相
場
師
た
ち
が
定
期
取
引
で
買
占
め
と
空
売
り
の
攻
防
戦
を
演
じ
る
と
い
う
展
開
に

な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
さ
ら
に
現
物
の
受
渡
が
生
じ
た
場
合
は
、
こ
れ
ら
浮
動
株
主
層
は
保
有
現
物
株
を
高
値
で
売
り
抜
け
る
機
会
を

得
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
謝
辞
﹈
本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
て
、
本
稿
は
、
桃
山
学
院
大
学
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
二
三
連
二
九
五
：
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ

る
地
域
活
性
化
の
可
能
性
Ⅱ
）
の
成
果
の
一
つ
で
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
支
援
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）　

銀
行
問
題
研
究
会
は
、
大
阪
市
北
区
梅
ヶ
枝
町
一
五
三
（
現
在
の
同
区
西
天
満
）
に
所
在
し
た
団
体
で
あ
り
、
月
刊
誌
『
銀
行
論
叢
』
を
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刊
行
し
て
い
た
。
同
誌
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
一
月
を
も
っ
て
刊
行
が
停

止
さ
れ
た
後
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
月
に
復
刊
さ
れ
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
六
月
に
終
刊
し
た
。
ち
な
み
に
、
同
会
の

顧
問
は
、
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
教
授
（
の
ち
に
関
西
大
学
学
長
、
京
都
市
長
）
の
神
戸
正
雄
で
あ
り
、
同
誌
の
創
刊
当
初
は
毎
号
の

よ
う
に
論
文
や
時
事
評
論
を
寄
稿
し
て
い
る
。
同
誌
の
創
刊
期
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
反
動
恐
慌
を
受
け
て
、
金
融
制
度
改
革
問
題

が
進
め
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
勧
農
合
併
法
、
貯
蓄
銀
行
法
、
信
託
業
法
、
銀
行
法
な
ど
が
制
定
・
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
商
業
ベ
ー

ス
で
の
金
融
雑
誌
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
岡
田
和
喜
「
金
融
雑
誌
」（
杉
原
四
郎
編
『
日
本
経
済
雑
誌
の
源
流
』
有
斐
閣
、
一

九
九
〇
年
、
第
五
章
一
、
所
収
）、
二
九
八
〜
二
九
九
頁
、
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
同
誌
の
「
創
刊
之
辞
」
で
は
「
銀
行
は
一
面
財
界
の

培
養
と
指
導
を
以
て
自
任
し
、
社
会
の
信
任
に
悖
ら
ざ
る
こ
と
を
自
覚
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
然
る
に
吾
銀
行
史
は
銀
行
の
支
払
停
止
、
破
産

等
に
よ
り
て
財
界
を
攪
乱
し
人
心
を
茶
毒
せ
る
こ
と
多
し
を
教
ふ
。
更
に
社
会
に
顕
れ
ざ
る
従
業
員
幾
多
の
不
始
末
あ
り
。
是
れ
吾
銀
行

界
が
銀
行
業
務
の
科
学
的
研
究
を
等
閑
に
附
せ
る
基
く
に
非
ざ
る
か
。
更
に
吾
人
茲
に
鑑
る
所
あ
り
、
銀
行
問
題
研
究
会
を
設
け
、
広
く

銀
行
に
関
す
る
諸
問
題
の
研
究
を
集
め
、
雑
誌
『
銀
行
論
叢
』
に
発
表
し
、
以
て
銀
行
及
び
従
業
員
が
本
然
の
責
務
を
尽
す
の
師
友
た
ら

し
め
ん
こ
と
を
期
す
。」
と
記
さ
れ
、
銀
行
経
営
面
に
金
融
改
革
論
の
視
点
を
お
い
た
金
融
誌
と
い
う
特
色
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

は
金
融
判
例
な
ど
も
掲
載
さ
れ
、
金
融
実
務
誌
の
側
面
が
強
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
本
間
靖
夫
「
金
融
雑
誌
」（
前
掲
、
杉
原
編
、
第

五
部
二
、
所
収
）、
三
四
五
頁
、
参
照
）。

（
２
）　

同
書
の
内
容
は
、
構
成
お
よ
び
記
述
内
容
と
も
に
『
買
占
物
語
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
株
式
に
関
し
て
は
「
久
原
株
の
買
占
事
件
」、
米

穀
に
つ
い
て
は
「
買
占
団
長
の
卒
倒
」
と
い
う
節
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
前
著
の
増
補
版
と
い
う
べ
き
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同

書
の
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
株
式
買
占
め
に
関
す
る
記
述
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
し
た
も
の
で
あ
る
旨
を
記
し
て
い
る
。

（
３
）　

戦
前
の
買
収
事
例
に
つ
い
て
は
、
南
波
礼
吉
『
日
本
買
占
史
』
春
陽
堂
、
一
九
三
〇
年
と
い
う
文
献
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
小
林
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和
子
監
修
『
日
本
証
券
史
資
料　

戦
前
編
』
第
七
巻
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所
、
に
そ
の
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
監
修
者
に
よ
る
と
、

「
対
象
期
間
の
長
さ
及
び
買
占
め
そ
の
も
の
と
日
本
の
取
引
所
に
関
す
る
考
察
が
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
当
時
金
万
証
券

社
長
で
あ
っ
た
南
波
の
著
書
を
採
録
し
た
（
一
三
頁
）
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
刊
行
時
期
を
比
べ
る
と
、
狩
野
の
著
書
の
初
版
は
一
九
二

六
（
大
正
一
五
）
年
で
あ
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
方
が
よ
り
早
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
予
鉄
道
の
事
例
に
つ
い
て
は
狩
野
の
著
作

に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
南
波
の
著
作
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
鉄
道
会
社
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
記
述
は
概
ね

同
じ
で
あ
る
が
、
細
部
に
お
い
て
は
、
狩
野
の
著
作
の
方
が
詳
し
い
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
狩
野
の
著
作
に
依
拠
し
て
、
事

例
研
究
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
狩
野
の
著
作
の
出
所
頁
に
つ
い
て
は
注
記
を
省
略
す
る
。

（
４
）　

明
治
期
の
株
式
市
場
に
お
い
て
、
鉄
道
株
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
志
村
嘉
一
『
日
本
資
本
市
場
分
析
』
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
、
三
四
〜
三
五
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
５
）　

野
田
正
穂
『
日
本
証
券
市
場
成
立
史
』
有
斐
閣
、
一
九
八
〇
年
、
五
〇
〜
六
三
頁
、
参
照
。

（
６
）　

前
掲
、
野
田
『
日
本
証
券
市
場
成
立
史
』、
六
五
〜
七
五
頁
、
参
照
。

（
７
）　

前
掲
、
野
田
『
日
本
証
券
市
場
成
立
史
』、
九
八
頁
、
参
照
。

（
８
）　

日
本
鉄
道
省
『
日
本
鉄
道
史
』
中
篇
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
二
年
、
四
五
九
頁
、
参
照
。

（
９
）　

前
掲
、
四
六
一
〜
四
六
二
頁
、
参
照
。

（
10
）　

以
下
、
参
宮
鉄
道
の
買
収
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
狩
野
﹇
一
九
二
七
﹈
一
〜
一
八
頁
に
依
拠
し
た
。

（
11
）　
『
東
京
株
式
取
引
所
五
十
年
史
』
お
よ
び
『
大
株
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、こ
の
年
の
最
高
値
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
九
五
円
、一
八
八
円
と
な
っ

て
い
る
。

（
12
）　

同
社
創
業
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
宮
下
弘
美
「
創
業
期
合
北
海
道
炭
讃
鉄
道
株
式
会
社
―
一
八
八
九
年
〜
一
八
九
七
年
」『
経
済
学
研
究
』
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（
北
海
道
大
学
）
三
九
巻
二
号
、
一
九
八
九
年
九
月
、
に
詳
し
い
。

（
13
）　

今
村
清
之
助
に
関
し
て
は
、
故
郷
の
長
野
県
高
森
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館
が
そ
の
事
績
を
顕
彰
し
て
い
る
。https://takam

ori-

tokinoeki.com
/?p=3567

（
14
）　

こ
こ
で
は
、「
枚
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
株
」
の
誤
記
の
可
能
性
が
あ
る
。
同
年
の
同
社
株
が
一
二
〇
円
に
高
騰
し
た
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、一
万
五
〇
〇
〇
株
を
手
当
て
す
る
た
め
に
一
五
〇
万
円
を
投
入
し
た
と
い
う
記
述
と
整
合
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）　

伊
牟
田
敏
充
「
明
治
期
に
お
け
る
株
式
会
社
の
発
展
と
株
主
層
の
形
成
」（
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
『
明
治
期
の
経
済
発
展
と
経

済
主
体
』
日
本
評
論
社
、
一
九
六
八
年
、
第
二
章
、
所
収
）
一
七
一
頁
に
よ
れ
ば
、
買
占
め
の
約
四
年
前
の
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年

前
半
期
の
同
社
大
株
主
は
雨
宮
で
あ
り
、
持
ち
株
数
八
九
七
〇
株
は
、
宮
内
省
の
一
万
株
に
次
ぐ
第
二
位
で
、
事
実
上
の
筆
頭
株
主
と
さ

れ
て
い
る
（
発
行
済
株
数
一
三
万
株
の
う
ち
六
・
九
％
）。
ま
た
、
彼
は
買
占
め
後
も
持
ち
株
数
を
増
や
し
て
お
り
、
一
九
〇
二
（
同
三
五
）

年
末
に
は
、
二
万
株
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
筆
頭
株
主
と
し
て
三
井
合
名
（
七
万
六
二
三
二
株
）
が
登
場
し
、
さ

ら
に
第
二
位
は
三
井
鉱
山
（
五
万
株
）、
第
三
位
は
宮
内
省
（
四
万
一
五
三
五
株
）
と
な
っ
た
た
め
、
順
位
は
第
四
位
に
後
退
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
株
主
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
星
野
誉
夫
「
明
治
期
に
お
け
る
私
鉄
の
資
金
調
達
」（
修
士
論
文
）
が
典
拠
に
な
っ
て
い
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」
に
よ
る
と
、「
生
没
年
：
弘
化
三
年
九
月
五
日
〜
明
治
四
四
年
一
月
二
〇
日
（
一
八
四
六
年

一
〇
月
二
四
日
〜
一
九
一
一
年
一
月
二
〇
日
）、
出
身
地
：
山
梨
県
、
職
業
・
身
分
：
実
業
家
。
解
説
：
甲
州
財
閥
の
一
翼
を
担
っ
た
実

業
家
。
名
主
の
家
に
生
れ
る
。
行
商
か
ら
身
を
起
こ
し
、
両
替
商
な
ど
各
種
の
事
業
で
成
功
を
お
さ
め
る
。
そ
の
後
事
業
の
失
敗
と
成
功

を
繰
り
返
し
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
甲
武
鉄
道
の
取
締
役
と
な
る
。
以
後
、
川
越
鉄
道
、
北
海
道
炭
礦
鉄
道
と
関
わ
り
、
日
本

鋳
鉄
会
社
を
起
し
た
。
三
六
年
に
は
東
京
市
街
鉄
道
株
式
会
社
を
設
立
、
三
九
年
に
同
社
を
辞
し
た
後
、
京
浜
電
鉄
、
江
ノ
島
電
鉄
の
社
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長
と
な
る
な
ど
、
近
代
産
業
の
多
く
の
分
野
の
事
業
に
参
画
し
た
。
早
く
よ
り
鉄
道
国
有
論
を
唱
え
る
」。https://w

w
w
.ndl.go.jp/

portrait/datas/3/
（
17
）　
『
東
京
株
式
取
引
所
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
四
月
一
九
日
、
こ
れ
ら
七
名
を
「
受
渡
違
約
の
廉
を
以
っ
て

違
約
処
分
に
付
し
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
同
書
、
三
〇
九
頁
、
参
照
。

（
18
）　

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」
に
よ
る
と
、
福
沢
は
、
米
国
留
学
か
ら
帰
国
後
、
同
社
に
入
社
し
、
そ
の
後
相
場
師
と
し
て

名
を
な
し
た
と
さ
れ
る
。https://w

w
w
.ndl.go.jp/portrait/datas/543/

（
19
）　

同
社
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
、
会
社
創
立
は
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
と
さ
れ
、
民
営
鉄
道
と
し
て
は
日
本
で
二
番
目
の
歴
史
を
有
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。https://w

w
w
.iyotetsu.co.jp/com

pany/im
g/group.pdf?04

（
20
）　

日
本
鉄
道
省
『
日
本
鉄
道
史
』
中
篇
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
二
年
、
三
二
二
〜
三
二
四
頁
、
参
照
。

（
21
）　

前
掲
、
三
二
五
頁
、
参
照
。

（
22
）　

以
下
、
伊
予
鉄
道
の
買
収
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
狩
野
﹇
一
九
二
七
﹈
五
三
〜
五
六
頁
に
依
拠
し
た
。

（
23
）　

こ
の
大
阪
銀
行
の
破
綻
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
事
実
関
係
が
確
認
で
き
な
い
。

（
24
）　

日
本
鉄
道
省
『
日
本
鉄
道
史
』
中
篇
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
二
年
、
五
四
〇
〜
五
四
二
頁
、
参
照
。

（
25
）　

前
掲
、
五
四
二
〜
五
四
三
頁
、
参
照
。

（
26
）　

小
川
功
「
明
治
後
期
の
不
振
私
鉄
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
―
金
辺
鉄
道
破
綻
と
債
務
の
株
式
化
事
例
」『
彦
根
論
叢
』
第
三
一
九
号
、
一
九
九

九
年
六
月
、
二
九
頁
、
参
照
。
な
お
、
豊
川
鉄
道
に
つ
い
て
の
新
聞
報
道
は
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
九
月
一

六
日
、
で
あ
る
。

（
27
）　

以
下
、
豊
川
鉄
道
の
買
収
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
狩
野
﹇
一
九
二
七
﹈
五
七
〜
六
八
頁
に
依
拠
し
た
。



（40）

（
28
）　

宮
崎
が
実
業
界
で
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
恒
夫
・
小
早
川
洋
一
「
大
正
期
に
お
け
る
企
業
家
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
研
究
―
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』（
大
正
一
〇
年
版
）
の
分
析
」、『
学
習
院
大
学　

経
済
論
集
』
第
五
一
巻
第
二
号
、
二

〇
一
四
年
七
月
、
一
一
二
頁
、
参
照
。

（
29
）　

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」
に
よ
る
と
、「
生
没
年
：
明
治
三
年
八
月
二
二
日
〜
大
正
一
四
年
二
月
四
日
（
一
八
七
〇
年

九
月
一
七
日
〜
一
九
二
五
年
二
月
四
日
）、
出
身
地
：
栃
木
県
、
職
業
・
身
分
：
政
治
家
。
商
家
に
生
ま
れ
る
が
、
実
家
が
没
落
し
た
た

め
丁
稚
を
経
て
上
京
、
東
京
法
学
院
（
後
の
中
央
大
学
）
在
学
中
に
星
亨
の
書
生
と
な
り
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
卒
業
後
は
星
の

下
で
弁
護
士
と
し
て
活
動
し
た
。
の
ち
に
実
業
界
で
も
活
躍
す
る
。
四
五
（
一
九
一
二
）
年
衆
議
院
議
員
（
当
選
五
回
、
政
友
会
）
に
当

選
す
る
と
、
原
敬
の
信
任
を
得
て
、
政
友
会
幹
事
長
や
原
内
閣
法
制
局
長
官
等
を
つ
と
め
る
。
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
ワ
シ
ン
ト
ン

会
議
全
権
随
員
。
原
の
死
後
は
、
高
橋
是
清
新
総
裁
を
支
持
し
て
床
次
竹
二
郎
ら
の
反
対
派
と
対
立
。
政
友
会
を
第
二
次
護
憲
運
動
に
参

加
さ
せ
、
加
藤
高
明
（
護
憲
三
派
）
内
閣
の
司
法
相
を
つ
と
め
た
が
、
在
任
中
に
死
去
し
た
」。https://w

w
w
.ndl.go.jp/portrait/

datas/433/

（
30
）　

後
藤
に
よ
る
買
占
め
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
哲
二
「
日
本
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
展
：
歴
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
」

『
金
融
研
究
』（
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
）
第
一
三
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
年
九
月
、
六
六
〜
六
七
頁
、
参
照
。
こ
こ
で
は
、
敵
対
的
買
収

が
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
機
能
さ
せ
た
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
31
）　

こ
の
よ
う
な
背
景
に
つ
い
て
は
、
志
村
嘉
一
『
日
本
資
本
市
場
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
、
三
八
〜
四
〇
頁
、
参
照
。

（
32
）　

前
出
、
伊
牟
田
敏
充
「
明
治
期
に
お
け
る
株
式
会
社
の
発
展
と
株
主
層
の
形
成
」、
一
一
七
頁
、
参
照
。

（
33
）　

同
、
一
四
五
頁
、
参
照
。

（
34
）　

内
閣
統
計
局
編
纂
『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』（
各
年
版
）、
参
照
。
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（
35
）　

前
出
、
伊
牟
田
敏
充
「
明
治
期
に
お
け
る
株
式
会
社
の
発
展
と
株
主
層
の
形
成
」、
一
三
〇
頁
の
表
Ⅱ
―
二
八
、
よ
り
算
出
。

（
36
）　

前
出
、
野
田
正
穂
、
五
〇
〜
六
三
頁
、
参
照
。

（
ま
つ
お　

じ
ゅ
ん
す
け
・
桃
山
学
院
大
学
教
授
）


